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学事報告

学位授与者氏名および論文題目

修士（昭和５３年３月）

社会学修士（社会学専攻のもの）

第355号小｣|｜雄一遊び空間の利用ペタンー児童

・若年主婦層を中心として－

第356号柄潔行雄農業生産組織化と現代農村社

会

第357号菊池芳樹閉山離職者の移動過程分析_

松尾硫黄鉱山の事例的研究

第358号鈴木美知子イノベーションの普及過程と

言語的拘束性に関する－考察

第359号仙波剛芳星間コミュニケーション論序

説

第360号早)Ⅱ微近世末に於ける修験集落の存

在|;l:態，その－側面

第361号燗)'二階子ジャーナリズムと社会的迷信

第３６２号季１W{氷l1M1l:lflへのキリスト教伝播と他

の柵宗教

文学修士（心理学専攻のもの）

第363号坂上貴之ヘトの自動的反応形成におけ

る反応性刺激変化の効果

第364号東福寺一郎属性を手掛かりとした検索過

程一属性のfamiriarityを考

慮に入れて－

教育学修士（教育学専攻のもの）

第365号佐伯千鶴子ＷＡＩによる自己概念の分析

第366号渡辺英男我国の外国語教育の目的論の

考察一英語教育を中心にして

これを通じて最適な教育プログラムを実現するための方

途を見出そうとするものであって，その意味で，本研究

は，学習理論の中に個人差への配慮が真正面からとりい

れられた研究であるといえる。

こうした研究方向への端緒をひらいたのは，アメリ

カ，スタンフォード大学のLeeJCronbach教授によ

るいわゆるＡＴＩ（aptitude-treatmentinteraction，

適性・処理交互作用）という概念であり，本研究は，十

数年前，並木君が，当時来日中の同教授の講演から大き

な感銘を受けて以来，この領域でのたゆまぬ一連の研鎖

を重ねた結果の集大成ともうべき&のである。

本論文は６つの章からなっている。

第１章「教育心理学の課題」において並木君は，従来

の教育心理学一般への批判を含め，教育心理学のあるぺ

き姿に関し，研究対象ならびに研究方法の両面にわたっ

て幅広い省察を試承，その上でＡＴＩが，教育心理学に

おいて占める位悩とその意義について述べている。

第２章「ＡＴＩ研究の展望」では，これまで数多く行

なわれてきたＡＴＩ研究を種々な角度から分類整理した

上で，これまでのものにはなかった並木君自身による新

しい研究方法についての見通しをあたえている。

第３章「ＡＴＩ研究の方法」ては，従来のＡＴＩ研究

博士（甲）

教育学博士

第515号並木博昭和53年３月31日

交互作用として見た教授学習過程

〔論文審査担当者〕

主査慶應義塾大学文学部教授

大学院社会学研究科委員

斎藤幸一郎

副査慶應義塾大学文学部教授

大学院社会学研究科委員

村井実

｜可小川陸

〔論文審査の要旨〕

従来の教授・学習理輸は連合論と認知論との２大糊流

にわけることができるが，そのいずれにも共通する欠点

は，個人差の無視という点で，これがキメのこまかい教

育実践の実現にとって致命的な弱点となっていたといえ

る。本研究は，最も具体的には，すべての生徒に一様に

同一の教授法を適用するという考え方をⅧ脱して，生徒の

適性に応じた教授法を適時適切に適用することを目的と

しており，そのための研究方法として，教示方法や学習

課題と学習者の適性との交互作用の確認と分析を行い，


